
千曲川河川事務所では、流域の皆さんに千曲川と地域のかかわりを様々な視点で解き
ほぐし、これからの千曲川のあり方を考えていただくことを目的に、平成１３年度から
「千曲塾」として、千曲川の風土、歴史、自然、環境などをテーマに講演会や現地見学
会を開催しています。

第２４回目となる今回は、地球規模で多発する「異常気象」について、日本国内での
事例を紹介し、集中豪雨やゲリラ豪雨、地震などの災害が、我々の想定を越えつつあり、
流域に生活する人々の生命や財産に対するリスクが増大していることへの『適応策』を
テーマとして、別紙により開催いたしますので、取材等いただきたく、お知らせいたし
ます。

※詳しくは千曲川河川事務所ホームページ
http://www.hrr.mlit.go.jp/chikuma/ をご覧下さい。

【問い合せ先】
国土交通省北陸地方整備局

千曲川河川事務所
副所長（技術）石川俊之
流域対策課長 清水俊美

℡ 026(227)7611

第２４回千曲塾開催のおしらせ

テーマ
「気候変動と水災害 ～そのリスクにどう立ち向かうか～」

配 布 年 月 日
平成20年1 2月9日

国 土 交 通 省
千曲川河川事務所
記者発表・資料配付



講演 ：「気候変動への適応策について」

講師 飯野 光則 氏 （国土技術政策総合研究所）

講演 ：「災害は忘れた頃にやって来る 知らない所にもやって来る」

講師 三角 幸夫 氏 （長野地方気象台）

定員 ： 180名 （定員になり次第締めきりとさせていただきます）

●お申し込み・お問い合わせ

住所、氏名、年齢、職業、電話番号を明記の上、
郵送、FAX、Eメール、又はお電話でお申し込みください

申込先：(社)北陸建設弘済会長野支所
〒381-0026 長野市松岡二丁目3-10
TEL026-221-5005 FAX026-251-1786
knagano@hokurikutei.or.jp

※ご記入いただいた個人情報は「千曲塾」に関する情報提供を目的とするものでありその他には使用いたしません。

日時 ： 平成20年12月11日（木） 13：30～16：30（開場13：00）

会場 ： メルパルク長野 / 2階「白鳳」
長野市鶴賀高畑752ｰ8 TEL026-225-7812

主催 ： 国土交通省北陸地方整備局千曲川河川事務所
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※駐車場に限りがありますのでできるだけ公共の交通機関をご利用ください。

長野駅東口より徒歩5分

世界各地で集中豪雨の一方で干ばつが発生するなど、地球規模での「異常気象」が発生しており、日本

国内においても、集中豪雨やゲリラ豪雨、夏季における異常高温が発生し、それに加えて地震の脅威も増
大しています。

こういった災害は我々の想定を越えつつあり、流域に生活する人々の生命や財産に対するリスクが増大
し、それに伴う治水安全度の低下など、河川を管理する国や自治体では、被害を最低限に抑える減災対
策などの『適応策』が重要となっています。

入場無料



○「千曲塾」過去の開催内容

第 1回 平成13年 1月31日 寛保の洪水（その１）

第 2回 平成13年 5月31日 寛保の洪水（その２）

第 3回 平成13年 7月23日 現地検証会「寛保の洪水」

第 4回 平成13年10月22日 千曲川・犀川のサケ

第 5回 平成14年 1月28日 千曲川の水質

第 6回 平成14年 6月 3日 千曲川・犀川の地形と地質

第 7回 平成14年10月 7日 現地検証会「千曲川上流部の地形と風土」

第 8回 平成15年 1月27日 千曲川流域の交通と温泉開発

第 9回 平成15年 7月 7日 千曲川の通船

第10回 平成15年10月20日 現地検証会「千曲川から信濃川まで

～流域の治水と文化～」

第11回 平成15年12月24日 千曲川の人々とくらし

第12回 平成16年 6月14日 渡しと舟橋

第13回 平成16年11月 1日 現地検証会「街道と渡し」

第14回 平成17年 2月14日 漁業の移り変わり

第15回 平成17年 7月 5日 千曲川と流域の農業

第16回 平成17年10月 4日 現地検証会「高瀬源流視察～流域の水利用～」

第17回 平成18年 2月22日 千曲川の自然と暮らし

～植生の変化と川の遊び～

第18回 平成18年 6月30日 善光寺地震

第19回 平成18年10月17日 現地検証会「中越地方と信濃川の風土

～千曲川から信濃川へ～」

第20回 平成19年 2月22日 千曲川・信濃川の治水

第21回 平成19年 9月26日 現地検証会「千曲川下流域の治水」

第22回 平成19年10月11日 水系一貫～これからの千曲川・信濃川の治水～

第23回 平成20年 2月12日 千曲川の変遷と治水

参考資料

○「千曲塾」の開催目的

人と川とのつきあいは、水と闘い、水の利用や、漁業、舟運による物資の輸送

など直接的なものに留まらず、街の発展過程や、地域文化の形成等にも深く関係

してきました。

千曲川においても、現在目にする千曲川や沿川地域の姿は、昔からその時々の

時代を背景とした、千曲川と地域とのかかわりにより形づくられてきたものであ

ります。

千曲塾は各回ごとにテーマを設け、テーマに関係した研究者・専門家の方々をお

招きし、千曲川と地域とのかかわりを様々な視点で解きほぐし、意見交換を行い、

これからの千曲川のあり方を考えていくものです。


